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防
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く
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整

備
が
進
む
庄
内
。
庄
内
式
土

器
ゆ
か
り
の
地
や
近
代
の
建

築
物
な
ど
、
歴
史
を
物
語
る

風
景
が
今
も
残
る
こ
の
ま
ち

を
訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
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２ 天竺川児童遊園のキリ（庄内東町６丁目）

１ 牛立鉄橋（庄内東町６丁目）
明治43年（1910）に箕面有馬
電気軌道（現阪急電鉄）が開通した
とき、沿線は田園地帯で、遠くか
ら電車が走るのが見えたそうです。
国道176号と交差するこの場所に
はかつて踏切がありましたが、昭
和10年（1935）に地元の人たち
の要望で高架工事が行われました。
高架橋には当時の洋風のデザイン
が取り入れられています。

5月になると薄紫色の花を咲かせるまちの風
物詩。約50年前に植えられた2本のうち1本は
病気にかかり切ることに。その後、切り株から
若木が芽生え、現在幹まわり24センチメートル
で、人の身長の2倍ほどの高さに成長しました。
対岸近くまで枝を伸ばす大木と肩を並べ花を咲

かせる日を待ち
たいものです。

戦争で供出された半鐘
は無傷で戻りました

 ◎牛立の火
の見櫓と半

鐘

裏表紙の「知ってる？とよなか」の答え：①バレーボール
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再発見してみよ～

市内初の高架

若木も、すくすく

住宅地に静かにたたずむ火の
見櫓
やぐら

と半鐘は、戦前に地元の鉄
工所が作って寄付したもの。現
在は半鐘を打ち鳴らして火事を
知らせることはありませんが、
自分たちの地域を
守ろうというまち
の人たちの気概を
今に伝えていま
す。
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４ 庄内神社（庄内幸町５丁目）

３月号は、東丘小学校区をご紹介します。お楽しみに。

昭和9年（1934）、庄内小学校（庄内
幸町）の校舎を建設しているときに、弥生
時代の終わりごろの土器がたくさん見つか
りました。発見場所にちなんで名前は「庄
内式土器」。現在、東京国立博物館(東
京都台東区）に展示され、同校には復元
された土器の模型や説明板があります。

５ 庄内式土器（庄内幸町４丁目）

野田・三屋・牛立・菰江・
洲到止・島江・庄本・島田の各
村が合併して庄内町となり、大正
元年（１９１２）、村の鎮守を一緒
にまつる庄内神社ができました。
特に秋祭りは庄内の周辺地区から
も多くの人が訪れます。

考古学の世界で
有名になった「庄内」

この地に100年

この公園にはかつ
て大きな塚があり、
黄金の森と呼ばれて
いました。塚の中に
は黄金の鶏が埋めら
れ、元旦に声高く鳴
いたと伝えられてい
ます。

市内を走る
路線バスや高
速バスをはじ
め、市のエコ
ラボバス、高
知、新潟など
各地から大阪
に来たバスな
ど、1日約80台が、阪
急バス本社のある豊中
営業所で車体を休め、
給油・洗車・点検・整備
をして出発に備えます。

 ◎日本各地
からバスが

ここに！？

◎黄金の森
の伝説

ゆったりと曲がりながら
南へ向かう緑道「庄内みど
り通り」はかつての水路。
記念碑には農業用水や排
水に苦心した当時の記録
が刻まれています。

３ 緑道と庄内排水路記念碑
　 （庄内幸町５丁目）

冬の緑を楽しみながら 愛
犬
と
よ
く
散
歩
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